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町中でシンジュ（神樹）を見よう

町中でシンジュ（神樹）を見よう

　　第３代　鈴 木　二　好

　以前天内氏が書いていた「神樹」、これは町の中でも見ることが出来る。青高の校庭というよりも五

連隊の兵舎を囲むように植えられていた中国原産の植物なのだ。多分日清、～日中戦争あたりに軍

隊のメンバーが樹形の立派さに惚れて？持ち込んだものだろう。

　私たちがあの場所に移動した（空襲で校舎を失い、焼けなかった青森市立第一中学校、現北高校

の体育館に間借りをし、その後松森の屠殺場横の建物に移動（松原校舎時代）、更に兵舎であった

筒井校舎に入ったものだった）した時、校舎の東側にずらりと並んで植えられていたのが神樹であっ

た。生物教官室窓から見える樹にはムクドリの巣があった。新校舎ができるまで嫌でも毎日見て生活

していた樹なのだ。私たちが新校舎に入った後は理科センター～教育センターとして使われた。

　卒業後、研修のためにセンターに

何度も行く機会があり、その都度に

昔を懐かしんだものだった。しばらく

して合格者の書類を受け取りに行っ

たとき、正門からの通路脇の樹が切

られていた。見ると空洞ができて危

険だからとだと分かった。帰る時に

その1枚を拾ってきたことがある（現

在もわが家に残っている）。1枚と書

いたのは中が空洞になった部分だっ

たためである。

　なぜ町中の神樹かというのは、あ

る時国道と旧線路通りの間にある

古川～観光通りまでの西から東へ

の一方通行道路を走っていると、昔

生物部の部長をやった島谷氏の住

んでいたあたりの民家の塀の内側

に、小さいが見覚えのある木の葉を

目にした。下車して確認するとあの

蜜腺がある。これは神樹だ。どこか

から種子が運ばれてきて生えたもの

だと分かった（そんな木を植える様

な幅ではなかたのである）。

　それから何度もあの道路を走ってみると、柳町通り旧ロータリー

から南へ入っての交差点南側の1番目のY字型（写真2）の木が神

樹だと分かった。一緒に植えられているケヤキとは芽出しの時期も
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　図１　青森市中心部の神樹がある位置。
　　　 左の黄色が♂、上同が♀

写真１（上）　神樹の花

写真２（右）　柳町通り交差点
　の南側にある神樹大木（♂）
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葉の大きさも違う。しかし何度見ても花を見たことは無かった。その後市役所横（東側）の通りを走っ

た時に正覚寺の南側にある本町公園のトイレの脇に見なれない花をみた。下車して見るとこれが神

樹の雌木であった。何度も写真を撮り結実確認。一部を採取した（写真3、4）。このことから花は見て

いないが結実を見ない前記の木が雄木だろうと判断したものである。この雄木はひょっとしたら青高

校庭から業者の所に移殖された。落葉期のためにケヤキと一緒に運ばれ特別大きかったために一連

の街路樹の北端に植えられたのではなかろうか。

　ここらでなぜ神樹にこだわったかについて触れよう。

小2の時に北支で戦死した父が、あの兵舎から見てい

たであろうことは十分に想像できる。満州事変で負傷

し回復後青中に2年勤務し（昭13～14年）私の担任

だった松原先生も教え子の一人であったことは、後に

父のエンマ帳を見つけて判明した。14年に応召され神

樹の故郷で死んだのだ。

　もうひとつ神樹の相棒さがしをしながら大竹先生を

思いだしていた。授業でイチョウの受精について学ん

だ、中１の頃だったろうか。ある日大竹先生の発案でフ

ナ釣り大会をやろう、青操引っ込み線脇の沼から始め

て万太郎堰までだという。父が残した足し竿をもって参

加した。筒井十字路から南（妙見方向）へ少し行くと消

防小屋があってすぐ横に雌のイチョウの木がある。そこ

でこのイチョウの相棒はどこに生えているかさがしてみ

ると、高田の神社まで行ってやっと見付けた。そんな距

離を遊走子が飛んでくるのだと言われた。さすが生物

の先生そこまでやるかと感心したものだった。イキモノ屋というのはこうあるべきだと、それを聞いたと

き私も小5でそれをやっていたのだ。コサギのねぐらさがし、蚊に刺されながら1週間近く探してつきと

めた結果コサギは何者か（犬だと思うが）がその命を奪うという結果につながったことは本当に申し

訳ないと思っているるのだが、この手法が神樹の１件にもあてはまるだろう。

44

　写真３　種子

　写真４　種子拡大


